
定流
量通
的シ
分ろ
析Z
の
メ入
口

理
化

関
す
る

三
菱
総
合
研
究
所
研
究
員

木
下
知
己

ー
は
じ
め
に

戦
後
に
お
け
る
流
通
の
発
展
は
、
い
わ
ゆ

る
流
通
近
代
化
の
名
の
も
と
に
ス
タ
ー
ト
し

た
供
給
者
側
の
果
敢
な
経
営
戦
略
、
例
え
ば

多
種
多
様
な
商
品
の
開
発
、
流
通
経
路
の
合

理
化
、
情
報
媒
体
を
効
果
的
に
利
用
し
た
販

売
戦
略
等
の
功
績
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ

る
。
そ
の
間
消
費
者
は
粗
悪
商
品
の
摘
発
や

低
価
格
商
品
の
自
主
開
発
等
を
実
施
し
て
き

た
も
の
の
、
消
費
者
が
供
給
者
側
と
対
等
に

議
論
し
て
い
く
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

た
だ
最
近
、
全
国
至
る
所
に
噴
き
出
し
始
め

つ
つ
あ
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

進
出
問
題
に
関
し
て
は
消
費
者
の
参
加
が
求

め
ら
れ
、
多
大
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
つ
つ
あ

る
。一

方
、
流
通
は
商
品
と
消
費
者
が
中
心
的

な
役
割
を
果
た
す
構
造
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
物
と
人
の
流
れ
を

主
と
し
、
金
と
情
報
の
流
れ
を
従
と
し
た
関

係
を
保
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
基
本
的
な

関
係
の
下
、
供
給
者
側
で
は
商
品
を
工
場
か

ら
倉
庫
、
問
屋
そ
し
て
商
店
と
フ
ロ
ー
を
形

成
し
、
消
費
者
は
買
い
物
に
行
く
の
に
徒
歩

や
パ
ス
、
車
等
の
交
通
手
段
を
利
用
し
て
、

購
入
後
は
商
品
の
運
搬
を
行
な
う
た
め
の
フ

ロ
ー
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
金
や
情
報
も

そ
れ
ぞ
れ
フ
ロ
ー
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
こ

で
流
通
に
関
わ
る
諸
問
題
解
決
の
一
手
法
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
フ
ロ
ー
を
取
組
ん
だ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
手
法
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で

は
数
理
モ
デ
ル
と
し
て
混
合
整
数
計
画
法

ハ
冨
宵a
F

官
官
円
F
O
ぬ
E
S
B

宮
ぬ
冨
0
・

S
0
3
を
具
体
的
に
適
用
し
た
、
流
通
シ
ス

テ
ム
の
合
理
化
に
関
す
る
定
量
的
な
分
析
・

評
価
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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流通フロー

圃田園商品目園田帯

情報

お金

図1

供給者

2 

視
点

景
気
停
滞
が
長
び
く
中
で
、
企
業
に
お
い

て
は
既
存
商
品
の
大
幅
な
需
要
拡
大
は
望
め

ず
、
新
製
品
開
発
と
と
も
に
シ
ェ
ア
の
確
保

が
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
サ

ー
ビ
ス
・
レ
ベ
ル
の
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
に

注
目
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る
時
期
に

来
て
い
る
。
そ
の
中
で
流
通
シ
ス
テ
ム
は
、

数
年
来
、
方
式
や
手
順
‘
機
器
等
の
定
着
に

よ
っ
て
ル
ー
チ
ン
作
業
の
範
囲
が
拡
が
り
、

安
定
し
た
業
務
と
し
て
確
立
化
し
て
き
で
い

る
。
た
だ
商
品
の
需
給
内
容
を
見
る
と
、
種

類
や
方
法
等
年
々
著
し
く
変
化
し
、
こ
れ
へ

の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。
一
時
的
に
せ
よ
対
応
を
怠
る
と
大
き
な

損
失
を
招
く
こ
と
も
多
々
あ
っ
て
、
非
常
に

神
経
質
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
特
に
消
費
者

の
ニ
l

ズ
は
多
様
化
と
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に

集
中
し
、
特
定
商
品
が
二
年
以
上
に
渡
っ
て

ヒ
ッ
ト
す
る
の
は
稀
で
あ
り
、
随
時
商
品
需

給
の
変
動
を
踏
ま
え
た
最
適
な
流
通
シ
ス
テ

ム
を
検
討
し
、
効
率
的
な
経
営
方
針
を
携
え

て
お
く
必
要

一か
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
流
通

シ
ス
テ
ム
を
サ
ー
ビ
ス
面
と
コ
ス
ト
面
か
ら

評
価
す
る
方
式
を
確
立
し
て
お
く
こb
が
最

も
賢
明
な
策
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
案
と
し
て
、
ω
流
通
セ

ン
タ
ー
の
数
及
び
そ
れ
ら
の
位
置
、
間
流
通

セ
ン
タ
ー
の
規
模
、
回
配
送
圏
域
、
に
つ
い

て
現
在
の
シ
ス
テ
ム
と
将
来
実
現
可
能
な
代

替
シ
ス
テ
ム
を
評
価
し
、
最
適
な
流
通
シ
ス

テ
ム
の
提
案
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

3 

分
析
手
法

分
析
手
法
は
、
流
通
セ
ン
タ
ー
の
各
候
補

地
と
需
要
地
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ん
だ
中

か
ら
最
も
効
率
の
良
い
組
み
合
せ
を
抽
出
す

る
た
め
に
、
混
合
整
数
計
画
法
を
使
用
し
下

記
フ
ロ
ー
で
実
施
す
る
。

(
コ
メ
ン
ト
)

i

最
短
距
離
及
び
経
路

3
F
0
1
2同

盟
国
仲8
2
8
a
F
F
)

算
定
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
、
一一需
要
地
か
ら
流
通
セ
ン
タ
ー

各
候
補
地
ま
で
の
最
短
距
離
を
計
算
す

る
。

流
通
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
の
た
め
の

人
件
費
、
施
設
費
、
輸
送
費
等
あ
る
い
は

新
規
開
設
に
お
け
る
不
動
産
取
得
費
、
建

設
費
等
を
含
む
。

…m

混
合
整
数
計
画
法
に
よ
り
左
記
の
モ

デ
ル
を
使
用
し
て
計
算
す
る
。

(
モ
デ
ル
式
)

E
U

詩
語
占
川
い
\
札
可
!
融
持

ロ
ニ
端
綱
接
蝉

z
u
部
副
L
N
V
\
h
H
l
F
U
7
V

訓
明細
静
]
〉

図2 分析フロー

需要地別需要量

l
 

・
t

・
4

流通センターの費用

流通センターの数，位置，
規模，配送圏域の計算

3

間
同
時
滞
(神
前
期
諜
×
根
盲
〉

片
岡
ニ
湯
嵐
オv、
山
可
!
日
3

瑚
適

g
u

諸
山
田
待
ぃ
、
山
可

i

仲
3

噌
斡
脚

色
』U
舗
網
接
]
δ
噛
明
細
陣

伊
向
山
一
過
滞
羽
帯
川
町
詩
画

A川
い
\
山
可
1
3

卸
汁

嚇R

M
C
M一
部
山
国
待
ぃ
、
札
可

i
-
u
o
ν守
珊
湘
接
]

〉

3

密
彬
陣

M可
岡
山
曲
関
山
田
オ

v、
弘
司i
-
3
車
帯
域
浦
〈
富

同
時
掛
.
:
-
Y
車
同時
清:
・

3

NO 

将来経営計画

流通システムの決定
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、
B
U
B

，

冨
宮
一N
H
P

』
・5
』
+

し
何
時
』MD一

ω
ロ
σ
い
目
。
骨
件
。

‘-，!l. Mロ
M 

Lへ
の

ミ〈

同
白山

一EN
企

!~B 
‘4 

Lへ
院・

M
E
N
C
 

M
J
H
。
。
ニ

-
W
将
来
の
経
営
戦
略
を
加
味
し
た
販
売

計
画
や
組
織
、
人
員
計
画
等
。

4 

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

全
国
ネ
ッ
ト
で
商
品
販
売
を
行
な
っ
て
い

る
企
業
で
、
関
東
地
方
に
お
け
る
流
通
シ
ス

テ
ム
の
合
理
化
案
に
つ
い
て
実
施
す
る。

現
行
シ
ス
テ
ム

現
在
十
地
区
に
流
通
セ
ン
タ
ー
を
配
し
、

十
テ
リ
ト
リ
i

に
分
割
し
た
シ
ス
テ
ム
を
採

用
し
て
い
る
(
図
5
1

流
通
費
は
年
間
セ

ン
タ
ー
費
〈
流
通
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
費

等
)
に
六
・
O
八
億
円
、
配
送
費
に
一
・
一
一
一

六
億
円
、
計
七
・
四
四
億
円
、
支
出
し
て
い

る
〈
表
1
)。
ま
た
十
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
自

前
が
八
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、
テ
リ
ト
リ
!
の

見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
(
表
1

、
図
4
)。

1 2 

十
テ
リ
ト
リ
ー
で
の
最
適
化

図3 センターの取扱量と費用

/ 協同センター
センター費

自前センター

センター費

取扱量取扱量

図4 流通費内訳グラフ

前
向
自
協

④
-
-

③
 

⑤

一
一
③

@fv 

e

⑤
'⑤
 

、
、

J

K
、
/

、
\
/

⑨
\
/

②
 

8.00 
(億円)

6.00 

4.00 

流通費計

センター賞

配送費

8.00 
(億円)

6.00 

4.00 

2.00 2.00 

センター数7 8 9 10 現行 (10)7 センター数8 9 10 現行 (10)

表1 流通費内訳
(単位:億円)

計
協同

配送費
協同

主と芝二聾
協同

内訳
針自前針自前針自前代替案

⑮ 
7.44 

② 
1.95 

@ 
5.49 

⑮ 
1.36 

② 
0.53 

⑨ 
0.83 

⑩ 
6.08 

② 
1.42 

⑥ 
4.66 

現行

(10テリトリー)

⑪ 
7.33 

@ 
7.26 

@ 
7.30 

① 
7.49 

⑤ 
, 3.93 

④ 
2.99 

@ 
2.76 

③ 
2.85 

@ 
3.40 

⑤ 
4.27 

@ 
4.54 

@ 
4.64 

⑩ 
1.38 

③ 
1.34 

⑨ 
1.43 

⑦ 
1.64 

⑤ 
0.98 

④ 
0.73 

③ 
0.71 

③ 
0.78 

⑤ 
0.40 

⑤ 
0.61 

⑤ 
0.72 

④ 
0.86 

⑬ 
5.95 

@ 
5.92 

⑥ 
.5.87 

⑦ 
5.85 

⑤ 
2.95 

@ 
2.26 

③ 
2.05 

@ 
2.07 

⑤ 
3.00 

⑤ 
3.66 

⑤ 
3.82 

④ 
3.78 

10テリトリー

?テリトリー

8テリトリー

7テリトリー

注) 0数字はセンター数
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他
の
予
定
セ
ン
タ
ー
〈
自
前
予
定
セ
ン
タ

ー
六
地
区
、
協
同
予
定
セ
ン
タ
ー
一
二
地
区
〉

を
候
補
地
と
し
て
(
図6
〉
十
テ
リ
ト
リ
ー

で
の
最
適
な
セ
ン
タ
ー
地
区
と
テ
リ
ト
リ
ー

を
求
め
る
。
そ
の
結
果
セ
ン
タ
ー
費
に
五
・

九
五
億
円
、
記
送
費
に
一
・
一
ニ
八
億
円
け
計

七
・
一
ニ
三
億
円
の
計
画
案
が
出
て
く
る
ハ
表

1
)。
こ
れ
は
現
行
シ
ス
テ
ム
よ
り0
・
一
・

一
億
円
の
削
減
が
可
能
と
な
る
が
、
現
行
の

配
送
圏
域
が
大
幅
に
移
動
す
る
(
図
7
)
た

め
、
そ
の
移
転
を
考
慮
す
る
と
あ
ま
り
得
策

と
は
言
え
ず
、
改
め
て
セ
ン
タ
ー
の
削
減
に

よ
る
合
理
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

3

合
理
佑
案
の
決
定

九
2

七
テ
リ
ト
リ
ー
に
お
け
る
最
適
化
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
流
通
費
は
表

ー
の
よ
う
に
な
る
。
九
テ
リ
ト
リ
ー
で
七
・

二
六
億
円
ハ
セ
ン
タ
ー
費
五
・
九
二
一
億
円
、

記
送
費
一
・
三
四
億
円
〉
、
八
テ
リ
ト
リ
l

七
・
一
ニO
億
円
〈
五
・
八
七
億
円
、
一
・
四

三
億
円
〉
、
七
テ
リ
ト
リ1
七
・
四
九
億
円

〈
玉
・
八
五
億
円
、
一
・
六
四
億
円
〉
と
な

り
、
九
テ
リ
ト
リ
ー
が
最
も
低
く
、
現
行
よ

り

0
・
一
八
億
円
コ
ス
ト
減
に
な
る
。
ま
た

九
テ
リ
ト
リ
ー
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
の
管
理

形
態
は
自
前
か
五
で
協
同
が
四
と
な
り
、
現

行
よ
り
自
前
が
減
少
(
八
↓
五
)
、
協
同
が

増
加
〈
ニ
↓
四
〉
ナ
る
結
果
と
な
る
。
八
テ

リ
ト
リ
ー
で
自
前
玉
、
協
同
一
ニ
、
七
テ
リ
ト

リ
ー
で
自
前
四
、
協
同
三
の
結
果
も
併
せ
て

考
慮
す
る
と
、
現
行
シ
ス
テ
ム
で
の
自
前
セ

ン
タ
ー
八
は
合
理
化
の
対
象
に
考
え
ざ
る
を え

な
い
。

そ
こ
で
最
も
コ
ス
ト
減
で
あ
る
九
テ
リ
ト

リ
ー
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
地
区
と
テ
リ
ト

リ

l

及
び
管
理
形
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
現
行
シ
ス
テ
ム
の
江
東
、
川
時
が
な
く

な
り
甲
府
が
出
て
く
る
。
ま
た
千
葉
港
が
千

葉
へ
移
動
す
る
。
江
東
、
川
崎
圏
域
は
隣
接

セ

ン
タ
ー
で
充
分
カ
バ
ー
で
き
る
の
で
削
減

可
能
と
な
る
。
ま
た
甲
府
は
今
ま
で
八
王
子

か
ら
の
配
送
に
頼
っ
て
い
た
た
め
で
、
甲
府

の
新
設
は
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
千
葉
港
か
ら
千
葉
へ
の
移
転

.自前センタ­
A協同センタ『

ー…テリトリー

図 5 現行システムのセンターとテリ F リー

八王子・

ぺ
図6 現行センターと予定センター

A小山
。足剃

は
、
千
葉
識
が
自
前
セ
ン
タ
ー
で
千
莞
か
協

同
セ
ン
タ
ー
の
た
め
移
転
費
等
の
出
費
増
が

見
込
ま
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
手
狭
に
な
っ
て

き
た
千
葉
港
セ
ン
タ
ー
の
移
転
問
題
を
検
討

し
た
時
期
も
あ
っ
て
、
こ
の
結
果
は
比
較
的

部
内
に
受
け
入
れ
易
く
、
改
め
て
本
格
的
検

.自前センタ­
A協同センター
。白書在予定センヲー
ム協同予定センター

。土滞

島
子
昭
a
・
'
王

4
1
 

A
a
'
 

A甲府

勺
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図7 杏テリ Fリー別の最適化

/、fミ
討
に
入
る
と
と
に
な
る
。
さ
し
あ
た
り
千
葉

テ
リ
ト
リ

l

分
は
千
葉
港
に
で
配
送
し
、
目

途
が
つ
き
次
第
移
転
す
る
こ
と
で
意
見
の
一

致
を
見
る
。

以
上
の
結
果
に
よ
り
九
テ
リ
ト
リ
ー
に
よ

る
流
通
シ
ス
テ
ム
の
合
理
化
案
を
採
用
す
る

こ
と
に
な
る
。

5 

ま
と
め

本
稿
は
流
通
シ
ス
テ
ム
の
合
理
化
に
つ
い

て
、
流
通
セ
ン
タ
ー
の
立
地
に
焦
点
を
あ
て

述
べ
て
き
た
が
、
経
費
節
減
が
各
企
業
で
強

く
推
進
さ
れ
る
中
、
支
出
額
が
大
き
い
流
通

費
(
物
流
費
〉
に
そ
の
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
段
階
に
こ
の
よ

う
な
合
理
化
案
を
検
討
す
る
こ
と
が
有
効
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
以
上
に
効
果
的
な
の

は
、
定
期
的
に
流
通
需
要
を
観
測
し
、
そ
れ

に
沿
っ
た
流
通
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
を
上
記

の
よ
う
な
手
法
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
さ

ら
に
重
要
と
思
わ
れ
る
。
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